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1 はじめに

このテーマではHPSGパーザー、およびHPSG文法を LiLFeSという素性構造を扱える論理型プロ
グラミング言語の上でつくってもらいます。まず、HPSGとは何かということですが、HPSGとは、

• 主辞が中心的な役割を果たす文法枠組

• 辞書の情報を増やすことにより、文法規則をできるかぎり減らす辞書指向

• 素性構造、制約に基づく単一化文法の枠組

です。

HPSGは Head-Driven Phrase Structure Grammarの略であり、日本語にすると、主辞駆動句構
造文法と呼ばれます。それでその主辞とはなんぞや？ということですが、たとえば、「美しい花」と

いう名詞句があれば、この主辞は名詞である「花」になります。「彼は美しい花を見た」だと「見た」

が主辞になります。この主辞を正確に定義しようとすると非常に難しいのですが、つまり、与えられ

た句のうち、もっとも重要そうな要素、修飾先がない要素のことを主辞と呼べば差し支えないでしょ

う。もしくは、関数と引数の関係でたとえるならば、主辞が関数で補語が引数だと思えばいいでしょ

う。例えば、さきほどの例なら「見た（彼、花（美しい））」となります。それで HPSGというのは
概念的には、主辞のまわりに、その主辞を修飾する句がくっついていくことにより、文全体が完成す

る文法枠組と考えればよいでしょう。

続いてHPSGに限らないことですが、HPSGは制約に基づく単一化文法である、ということです。
制約に基づくというのはある意味 CFGなどの文法規則により文を導出、生成するという生成文法の
概念とは反対の概念になります。つまり、文字の無限集合のうち、こういう形のものは可能、こうい

う形のものはだめ、と規定することによりある言語に属する文法を記述していきます。つまり、ある

言語 G の文字の集合を L(G)、導出された記号を S とすると、生成というのは、

L(G) = S1 ∨ S2 ∨ S3 ∨ .........

という ORで記述され、制約に基づくというのは、制約を C としたとき、

L(G)＝ C1 ∧ C2 ∧ C3 ∧ ......

と ANDで記述されたものと考えればわかりやすいでしょう。どちらが果たして言語を記述する枠
組みとして適当なのかは意見がわかれるところですが、HPSGでは後者のアプローチを採用してい
ます。

それから辞書の情報を増やすということですが、一般に CFGだと辞書というのは単語の音韻とそ
れに対応する非終端記号だけしか情報がなく、動詞がどういった補語をとるのかということは文法規

則に書かれます。例えば、

　　文 → 名詞句 動詞
　　名詞句 → 名詞 助詞
　　名詞 → 光石
　　助詞 → が
　　動詞 → 寝る
といった CFGで「光石が寝る」といった文が生成されるわけですが、このように書いた場合には、
もし本気で英語文法とか日本語文法を書こうとしたら文法規則を山のように（数百数千）書いていか

なくてはいけませんし、些細な方針の変更で ほとんどの文法規則を書き換えなくてはいけなくなり

ます。ですが、HPSGではこういう CFGでの文法規則に対応する構造に関する制約、意味に関する
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制約、一致（三人称単数の一致とか）に関する制約といった感じで制約をモジュール化し、文法の

変更は、モジュールごとに行えるようになっています。また、単語によって違う振る舞いをする現象

は辞書の中に書けるため、より抽象化されたモジュールの記述が可能になります。したがって辞書項

目の情報を十分に記述できるような柔軟なフレームワークが必要になるわけですが、HPSGにおい
ては、その基本的な構造に素性構造という構造が用いられており、各単語、句、構文木、文法規則、

など全てがそれを用いて記述されます。して、その素性構造とはなんなのか、ということですが、詳

しくは次章で述べるとして、おおざっぱに言えば、各単語、句、構文木の状態、情報を表す有向グ

ラフと考えていただければいいでしょう。例えば、矢印に PERSON(人称)と書かれた先のノードに
は first(一人称)と書かれていたり、GENDER(性)と書かれた矢印の先のノードには male(男性)と
書かれていたりします。HPSGにおいては、素性構造が単語、句、文法規則、構文木、全てを表す
ベースとなり、素性構造間に制約を設けることにより、構文解析、文生成を行い、また、その柔軟な

記述方式により、統語論、意味論、語用論全てをまとめて取り扱えることが期待されています。ここ

での制約とはおおざっぱには prologにおけるHorn節みたいなもので、prologにおける termに素性
構造を置くことができ、この素性構造の単一化を行うことによって制約がかけられると思っていただ

ければ十分でしょう。詳しくは次章以降で説明いたします。
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2 素性構造

HPSGとは一章であげたような文法枠組になるわけですが、まず、その中心的役割を果たす素性
構造について説明いたします。

2.1 素性構造

素性構造は単語、句、構文木を表現する根付き有向グラフで、例えば sheという単語の素性構造は
次のように表されます。

一番左端の矢印が rootをあらわしています。ここでは各ノードのラベルをイタリックで記述し、矢印
のラベルを大文字であらわしています。例えば、rootのノードはwordとなっていて PHONというラ
ベルの矢印をたどると nelistというノードにたどりつきます。このような各ノードのラベルはHPSG
においては sortと呼ばれ、矢印のラベルは素性と呼ばれます。HPSGにおいては sortには階層があっ
て（2.2で後述）、各 sortから生えうる矢印（素性）は sortによって決まっています（well-typed）。
また、矢印が生えていない sortのことを atomと呼びます。例えば右下のほうの GENDの矢印がさ
している femは atomです。しかしながら、HPSGを語る上において上記のようなグラフをいちい
ち書いていたのでは不便でしょうがないので、一般には以下のような AVM(attribute-value matrix)
で表記されます。
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word
PHON 〈 “she” 〉

SYNSEM




synsem

LOCAL




local

CATEGORY




category
HEAD noun

VAL




valence
SUBJ 〈 〉
COMPS 〈〉
SPR 〈〉







CONTENT




ppro

INDEX 1

[
PER 3rd
NUM sing
GEND fem

]

RESTR 〈 〉




CONTEXT




context

BACKGROUND 〈




psoa
RELN female

INST 1


 〉













　

これは上記の有向グラフとまったく同じものを表しています。つまり、各ボックスが素性構造を表し

ており、その素性構造の sortはボックスの左上に記述され、各 sortにおける素性がさらに内側にあ
る素性構造へのパスを示しています。また、グラフにおいて、サイクルになっている場合を含め、矢

印の先が共有されている場合（上記の場合において、SYNSEM, LOCAL, CONTENT, INDEXと
たどった場合と SYNSEM, LOCAL, CONTEXT, BACKGROUND, FIRST, INSTとたどった先の
ノードは同一）のことを構造共有と呼び、AVMにおいてはダグ（ 1 とか 2 であらわされます。こ
こでは 1 が構造共有をしめしている）で表現されます。また、省略表記として、リストを <> で表

記します。Lispでいえば、nilがここでは elistに対応し、consが nelist, carが FIRST, cdrが REST
に対応すると思ってください。また、もう一つ重要な省略表記として、値が特に入っていないような

素性は（ボトムと呼ばれる特殊な型が入っている）その素性を省略して書きます。また、その結果、

あるボックスの素性が一つしかない場合、ボックスを書かずに素性と素性の間に縦棒が一本だけ引

くという省略をしたりします。例えば上記の素性構造は一般には次のように省略して書かれます。ま

た、素性構造の素性に DTRSという素性があり、ここに上記のような構文木のノードをあらわすよ
うな素性構造を格納することにより、構文木も表現できます。具体例はスキーマの章（４章）でみる

ことができます。



word
PHON 〈 “she” 〉

SYNSEM | LOCAL




local

CATEGORY




category
HEAD noun

VAL




valence
SUBJ 〈 〉
COMPS 〈〉
SPR 〈〉







CONTENT




ppro

INDEX 1

[
PER 3rd
NUM sing
GEND fem

]

RESTR 〈 〉




CONTEXT | BACKGROUND 〈




psoa
RELN female

INST 1


 〉
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2.2 sort hierarchyと単一化 (unification)

前節において sortには階層があると述べましたが、そのことについて述べ、および、それと大い
に関係してくる単一化について説明いたします。

2.2.1 sort hierarchy

sortには階層（順序関係）があります。まず天下り的ですが、次のような階層構造があると思って
ください。

各階層におけるノードが sortを表しています。下にいくほど一般的な sortであり、上にいくほど特
殊な sortだと思ってください。sortには以上のような関係があり、各 sortが持ち得る素性は下の階
層の sortの素性＋なんらかの素性となります。つまり C++でのクラスでの継承と同じように素性を
継承すると思えばいいでしょう。例えば、次のような

階層があった時（四角のボックスは素性構造を意味していて、ボックスの中の文字列は各行が素性

をあらわしているつもり）、古い名前、名前、名、住所、電話番号、名簿項目という sortがあり、各
sortには sortに応じた素性によって指定されるフィールドが用意されます。例えば名前には、「姓」
という素性、および、「名」という素性があり、住所には「郵便番号」という素性と「住所」という

素性が用意されています。ここにおいて sort階層ができているわけですが、例えば名前は名を継承
して、「名」という素性をもちつつ、新たな素性、「姓」を追加しています。同じく名を継承して古い
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名前という sortがありますが、やはり、「名」という素性を継承して、新たに「旧姓」という素性を
用意しています。続いて、多重継承する場合なのですが、この場合では名簿項目という sortが古い
名前、名前、住所、電話番号を継承しています。すなわち親の全ての素性をマージしたものを素性と

してもつような sortになります。注意するのは、「名」という素性はマージされて一つになっている
ことでしょう。

2.2.2 atomの単一化

素性構造の単一化の前に atomの単一化について理解しておきましょう。次のような sort階層が
あったとしましょう。ここでは各 sortは素性をもたない、つまり、atomである sortからなる階層だ
けを考えてみましょう。

単一化の記号は t で表記されます。例えば、上の例では、四角 t ひし形 というように記述され、
ここでは 四角 t ひし形 ＝ ひし形 となります。例えば prologにおける termの単一化の場合を考え
てみましょう。

　　４つの辺をもつ（四角）.
　　４つの辺をもつ（ひし形）.
というようなファクトがあったとき、

　　?- ４つの辺をもつ（X）.
というクエリーに対しては

　　 X = 四角;
　　 X = ひし形
という答えが返ってくるのですが、ここで、

　　?- ４つの辺をもつ（四角）.
とした場合は、４つの辺をもつ（四角）.というファクトの termと単一化され、かつ単一化に成功
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するため、yesが返ってきます。つまり、四角 t 四角 ＝ 四角 で成功するのですが、ここでは sort
に階層があるため、四角と四角で単一化しなくとも単一化に成功することができます。 どういうこ

とかというと、sortにおける単一化というのは次のように定義されるからです。

• X t Yという単一化を行ったとき、Xの子孫と Yの子孫が合流したら、その合流した地点に
おける sortを単一化の結果として返す（つまり、Xの特殊なケースであり、かつ Yの特殊な
ケースであるようなものを返す）

• 合流する地点がみつからなかったら失敗

• 一度合流地点が見つかったら、それより上側（子孫側）の sort をみつけにはいかない (least
upper bound)。

例えば、

　　?- 4つの辺をもつ（図形）.
とクエリーをだした場合において、prologならば 単一化に失敗して no. という答えを返してくるの
ですが、ここでは yesが返ってきます。というのは、四角は図形の子孫であるから、四角 t 図形 =
四角 となり、単一化に成功します（一方がもう一方の子孫である場合にはより特殊な方の sortが結
果として返ってくる）。ここで重要なのはたしかに４つの辺をもつ（図形）で成功はするのですが、、、

その termの sortは四角で単一化されているということです。例えば、、、
　　４つの辺をもつ（X,X）:- X = 四角.
　　?- ４つの辺をもつ（図形,Y）.
とした場合には、Y = 四角が返ってきて、Y = 図形 という答えは返ってこない、ということです。
他、 長方形 t ひし形 = 正方形、 円 t ひし形 は失敗、、、となります。注意してほしいのは 長方
形 t ひし形 ＝ 1cm の正方形 にはならないということです (least upper boundでないから)。また、
一番下にある⊥（ボトム）という sortは常に一番したにあり、全ての sortはここから派生されます。
つまり、どんな sortとも単一化可能ということです。

2.2.3 素性構造の単一化

素性構造の単一化についてですが、素性をいくつかもつような sortでも、やはり atomと同じよ
うに単一化したときには sort階層にしたがって二つの sortの子孫をみていって、合流するところの
sortが単一化結果となります。そしてその時の素性と素性の値はどうなるかということですが、上記
の例で、



住所

郵便住所 790
住所 どこそこ


 t



名

名 崇

　




　

の結果は




名簿項目

郵便番号 790
住所 どこそこ

名 崇
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になります。また、ここでは 790、崇、どこそこというのは sortの一つであるということに注意して
ください。



名前

姓 光石

名 豊


 t



名

名 崇

　




　

だと名の 豊 と 崇 は単一化できないためこの素性構造の単一化は失敗となります。つまり、各素性

の値に対して再帰的に単一化することによって素性構造の単一化が行われます。また、構造共有され

ている場合には注意が必要になります。次のような例をみてみましょう。構造共有がない場合は、

[
A | B a
C | D | B a

]
t

[
C | D | E b

]
=




A | B a

C | D

[
B a
E b

]



　

となりますが、これが構造共有をしている場合

[
A 1

[
B a

]

C | D 1

]
t

[
C | D | E b

]
=


 A 1

[
B a
E b

]

C | D 1




　

となります。つまり、構造共有しているところでも単一化が行われ sort階層の中で合流できなかっ
た sortを含むような素性構造の単一化は失敗となります。また、構造共有そのものも単一化される
ということに注意してください。例えば、




A 1 ⊥
B 1
C ⊥


 t




A ⊥
B 2 ⊥
C 2




　

はどうなるでしょう？次のようになります。




A 1 ⊥
B 1
C 1
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3 選択素性

ここからようやく HPSGの仕組みそのものの話になるわけですが、理解をスムーズにしてもらう
ために、覚えておけば便利なターミノロジー、および素性名を紹介しておきます。

[補語 (complement)] 英語でならった SVOCの Cのことじゃなくて、主辞がとることができる句、
単語のこと。つまり、SVOCの表記なら、主辞は Vになって、残りの S,O,Cが補語というこ
とになる。

[下位範疇化 (subcategorization)] 主辞が補語と結合して、より大きな句を作ること。例えば、動

詞は、目的語をとって動詞句になるようなこと。

[主格 (nominative)] ひらたくいえば SVOCの Sである。

[対格 (accusative)] ひらたくいえば SVOCの Oである。

[指定部 (specifier)] countableな単数の名詞が手前にもつべき単語、句。例えば、dogは dogの前
に theや、a、my、theirといった単語がこないと非文になる。そういう theや aのことを指定
部という。

[N] 名詞 (noun)のこと

[V] 動詞 (verb)のこと

[A] 形容詞 (adjective)のこと

[P] 前置詞 (preposition)のこと

[S] 文 (sentence)のこと

[NP] 名詞句 (noun phrase)のこと

[VP] 動詞句 (verb phrase)のこと

[AP] 形容詞句 (adjective phrase)のこと

[PP] 前置詞句 (prepositional phrase)のこと

続いて素性名についてですが、

[PHON] 音韻 (phonology)をあらわす素性。文にあらわれる単語そのものと思えばよい。

[SYNSEM] syntax and semanticsのこと。HPSGは昔、SYNという素性と SEMという素性に別
れていましたが、最近はこれがくっついて SYNSEMという一つの素性になりました。

[NONLOCAL] 文中において遠い関係をあらわす情報を格納する。例えば、英語において book
which I readという名詞句があったとき、この bookというのは I readの目的語になるわけで
すが、この bookと I readの目的語が入るべき位置とはちょっと遠い関係にある。こういう関
係の情報を格納する素性。

[LOCAL] NONLOCALに対して、比較的、局所的な情報を格納しているが、基本的にはここには
単語、句に関する全ての情報が書かれていて、NONLOCALを通して単語の情報が遠いところ
にまで輸出される、と考えるとよいだろう。
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[CATEGORY] CATとよく省略して書かれる。これは日本語では範疇と呼ばれている。この素性
に属する素性構造によって、性、数、格、人称、時制、相、法、態、定不定、可算不可算など

の情報が記述される。CFGでいうところの非終端記号を表している素性構造と思えばよい。

[HEAD] 主辞に関する情報が入っている素性。重要な役割を果たす素性です。

[DTRS] daughtersの略。言語学においては何故かノードの親子関係を「parent, child」と呼ばず、
「mother, daughter」と呼ぶ。ここに属する値としてはHEAD DTRとか SUBJ DTRといった
素性をもつ素性構造があり、ここに子供の素性構造を格納することにより、構文木を記述する

つづいて構文木を作るのに関わる重要な素性について説明します。基本となるのは、

• 主辞がどの補語を下位範疇化するかということ（例えば、givesという単語は目的語として名
詞を二つとり、主語として名詞を一つとる）

• 補語がどういう主辞を修飾できるかということ（例えば、prettyという単語は名詞を修飾する
が、形容詞、動詞を修飾したりはしない）

ということが書かれている素性なのですが、こういう素性のことを選択素性 (selecting feature)と
呼びます。それらのうち、下位範疇化に関する素性のことを HPSGでは valence featureと呼び、そ
れらは SUBJ, COMPS, SPR の３つです。これらは、SYNSEM|LOCAL|CAT|VAL の下にありま
す。つまり、この VAL には valence という sort が入るのですが、この valence が持ち得る素性は
SUBJ,COMPS, SPR(主語、補語、指定詞)になっていて、各素性はリストを値としてとることがで
きます。リストの要素は主辞によって下位範疇化されうる素性構造であり、主辞が下位範疇化した要

素を抜いたリストが親の valence featureのリストになります。例えば、givesという単語は次のよう
な選択素性、および値をもっています。




PHON 〈 gives 〉

SYNSEM | ... | VAL

[
SUBJ 〈 NP[nom][3rd,sing] 〉
COMPS 〈 NP[acc], NP[acc] 〉
SPR 〈 〉

]



　

ここで、NP[nom][3rd,sing]とは次の略記をあらわしています。。ちなみに nomというのは主格 (nom-
inative)を表していて、accというのは対格 (accusative)、singというのは単数 (singular)を表して
います。また、単数に対して、複数には plu(plural)という sortがあります。


 SYNSEM | LOCAL




CAT | HEAD

[
noun
CASE nom

]

CONTENT | INDEX

[
index
PER 3rd
NUM sing

]







　

つまり、givesは主語としてNP[nom][3rd,sing]をとり、目的語として、NP[acc]とNP[acc]の二つを
とる、ということを意味しています。すなわち、パーズするときには、この SUBJ,COMPSの要素
と補語を単一化して、単一化に成功するならば、この givesとその補語を子供として新たに親をつく
るということをすればよい、ということになります。この givesを用いて、 he gives her a gift. とい
う文をボトムアップにパーズしたら、この選択素性の値がどうなるかみてみましょう。
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NP[3rd,sing]

he




PHON 〈gives〉

VAL

[
SUBJ 〈NP[nom][3rd,sing]〉
COMPS 〈NP[acc], NP[acc]〉
SPR 〈〉

]



gives

NP

her

NP

 JJ
a gift

　

a giftの部分は主辞 giftが補語である aをとって、a giftという名詞句になったとすると、上記のよ
うに単語が並びます。
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NP[3rd,sing]

he




PHON 〈gives her〉

VAL

[
SUBJ 〈NP[nom][3rd,sing]〉
COMPS 〈NP[acc]〉
SPR 〈〉

]



!!!!!!


PHON 〈gives〉

VAL




SUBJ 〈NP[nom][3rd,sing]〉
COMPS 〈 1 , NP[acc]〉
SPR 〈〉







gives

b
b

b
b

b
bb
1 NP[acc]

her

NP

 JJ
a gift

　

つづいて、主辞である givesが herをとってより大きな句を作っていくのですが、まず、givesが her
をとれるかというチェックは COMPSの第一要素と herに対応する素性構造が単一化可能かという
ことによってチェックされ、実際、単一化可能なら単一化してしまいます。 COMPSの要素に記さ
れている構造共有のタグがそれをあらわしています。単一化されることによって、herという単語は
accusativeであるという情報が herの上に書かれてある NPに付与されていることがわかります。
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NP[3rd,sing]

he




PHON 〈gives her a gift〉

VAL

[
SUBJ 〈NP[nom][3rd,sing]〉
COMPS 〈〉
SPR 〈〉

]



³³³³³³³


PHON 〈gives her〉

VAL




SUBJ 〈NP[nom][3rd,sing]〉
COMPS 〈 2 〉
SPR 〈〉







!!!!!!


PHON 〈gives〉

VAL




SUBJ 〈NP[nom][3rd,sing]〉
COMPS 〈 1 , 2 〉
SPR 〈〉







gives

b
b

b
b

b
bb
1 NP[acc]

her

e
e

e
e

e
e

e
e

e
e

e
e

ee
2 NP[acc]

 JJ
a gift

　

つづいて、a giftを主辞である gives herがとって、さらに大きな句を作ります。
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PHON 〈he gives her a gift〉

VAL

[
SUBJ 〈〉
COMPS 〈〉
SPR 〈〉

] 


%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%

%
%%

3 NP[nom][3rd,sing]

he

``````````̀


PHON 〈gives her a gift〉

VAL

[
SUBJ 〈 3 〉
COMPS 〈〉
SPR 〈〉

]



³³³³³³³


PHON 〈gives her〉

VAL




SUBJ 〈 3 〉
COMPS 〈 2 〉
SPR 〈〉







!!!!!!


PHON 〈gives〉

VAL




SUBJ 〈 3 〉
COMPS 〈 1 , 2 〉
SPR 〈〉







gives

b
b

b
b

b
bb
1 NP[acc]

her

T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T
T

2 NP[acc]

 JJ
a gift

　

最後に主語をとって文全体をなす構文木が完成します。

このようにしてパーズが行われていくのですが、COMPSや SUBJの要素を他の素性構造と単一
化させるということや下位範疇化された要素をリストから抜いて親に伝えるということはどうやって

やるのでしょう。パーザーを書く人がどこそこを単一化してこういう親を作るというプログラムを書

くのでしょうか？

HPSGではこういう構文木を作るときに、どことどこを単一化させて親を作るかということを文
法の一つとしてやはり素性構造で表現します。その素性構造のことを HPSGではスキーマと呼んで
います。
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4 スキーマ

スキーマは子供同士の単一化の位置を指定し、親の素性構造の選択素性の形を決定する素性構造

です。CFGにおいては、書き換え規則にあたります。つまり、

[
親の素性構造

]

!!!!!!

3

[
補語の素性構造

]
aaaaaa

2

[
主辞の素性構造

]

　

という形をしていて、親と子供の関係が記述されます。具体的には、

親の素性構造が以下のようなスキーマになっていて、DTRSに補語と主辞の素性構造が記述され、




SYNSEM | LOCAL | CAT | VAL




SUBJ 〈〉
COMPS 〈〉
SPR 1




DTRS 2




HEAD DTR 2


 SYNSEM | LOCAL | CAY | VAL




SUBJ 〈 3 〉
COMPS 〈〉
SPR 1







SUBJ DTR 3







　

というような形になります。これは Head-Subject Schemaと呼ばれるスキーマで、英語において、
動詞句（主辞句）が主語を下位範疇化して親になるというスキーマです。ここで重要なのは主辞句

( 2 )のVAL|SUBJのリストの要素は一つしかない、ということ、および親の SUBJの値は空のリス
トになるということです。また、COMPSが空であるというのも重要なのですが、これは文法を書
いているうちにわかってくるでしょう。ボトムアップにパーズすると考えるならば、親をつくるため

に、ある左側の子供と右側の子供ができていたとして、

• 3 と左側の子供を単一化

• 2 と右側の子供を単一化

• そうすると、親の素性構造（スキーマの SYNSEM—LOCAL...部分）が得られる

子供の情報が親に何も伝わっていないと思うかもしれませんが、実際そのとおりで、ここでは「この

スキーマを適用する条件を満たす子供の選択」をしているということ、「親の選択素性の形を決定し

ている」ということだけが重要であって、他の情報は次章以降で説明されるプリンシプルによって伝

播されていきます。実際に he runsという文をスキーマだけを用いてパーズしてみましょう。まず、
以下のようにふたつの単語 ( 5 と 6 ) が与えられます。
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5




word
PHONE 〈he〉

SYNSEM | LOCAL




local

CATEGORY




category
HEAD noun

VALENCE




valence
SUBJ 〈〉
COMPS 〈〉
SPR 〈〉







CONTENT




INDEX 1




ppron
PER 3rd
NUM sing
GEND mail




RESTR 〈〉




CONTEXT | BACKGROUND 〈




posa
RELN male

INST 1


〉







　

6




PHONE 〈runs〉

SYNSEM |...| VAL

[
SUBJ 〈NP[nom][3rd,sing]〉
COMPS 〈〉
SPR 〈〉

]



　

上の単語と下の単語をDTRSの下に格納するような素性構造とスキーマを単一化させてみましょう。


 DTRS




　
SUBJ DTR 5

HEAD DTR 6
　





 t

[
　
HEAD SUBJECT SCHEMA
　

]

　

すると次のような結果になります。見てわかるようにこれが親の素性構造になります。




SYNSEM | LOCAL | CAT | VAL




SUBJ 〈〉
COMPS 〈〉
SPR 1




DTRS




SUBJ DTR 2




PHON 〈 he 〉

SYNSEM | LOCAL




CAT




HEAD

[
noun
CASE nom

]

VALENCE

[
SUBJ 〈〉
COMPS 〈〉
SPR 〈〉

]




CONTENT




INDEX 4

[
PER 3rd
NUM sing
GEND male

]

REST 〈〉




CONTEXT | BACKGROUND 〈
[

RELN male

INST 4

]







HEAD DTR




PHON 〈 runs 〉

SYNSEM | LOCAL | CAT | VAL




SUBJ 〈 2 〉
COMPS 〈〉
SPR 1
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ここで、 2 の HEADの四角い枠で囲んだ部分に注目してみてください。CASE nomという情報が
増えています（heという単語には特に CASEの値は定まっていなかった。つまり、ボトムがはいっ
ていた。）。これは主辞である runsの SUBJに書かれていた情報なのですが、単一化することによ
り、お互いの情報が一体化して、同一の素性構造をさすようになります。

また、その下側の手書き枠の部分ですが、これは heにも runsにも書かれているため、お互い単一
化可能かどうかのチェックになります。たとえば、heのかわりに theyだったりしたら、NUMの値
は plu（複数）になるので、単一化できません。つまり、they runsというのは非文である（人間が
判断して文法的にみえない文のことを非文という）ということがチェックされているわけです。この

ように主語、動詞句でくっつく場合のスキーマの他、動詞と補語がくっついて動詞句をつくるスキー

マとか、関係詞とくっつくスキーマとかいろいろあります。

ちなみに LiLFeSで書くなら、次のような感じになるでしょう。

head_subject_schema($LEFT,$RIGHT,$HEAD,$SUBJ,$MOTHER) :-

$MOTHER = (SYNSEM\LOCAL\CAT\VAL\(SUBJ\ [],

COMPS\ [],

SPR\ $Z),

DTRS\(HEAD_DTR\ $HEAD,

SUBJ_DTR\ $SUBJ)),

$HEAD = (SYNSEM\LOCAL\CAT\VAL\(SUBJ\ [$SUBJ],

COMPS\ [],

SPR\ $Z)),

$LEFT = $SUBJ,

$RIGHT = $HEAD.

ボトムアップにパーズすると考えるならば$LEFTが左側の子供としての入力になり、$RIGHTが
右側の子供としての入力となり、$MOTHERが親としての出力と考えればいいでしょう。
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5 プリンシプル

プリンシプルとは全ての親と子供の間で守られていなければならない制約のことです。

HPSGには THE HEAD FEATURE PRINCIPLE(主辞素性原理)というプリンシプルがあって、こ
れは非常に重要な制約なのですが、以下のような形をしています。




　
SYNSEM | LOCAL | CAT | HEAD 1
　

DTRS


 HEAD DTR



　
SYNSEM | LOCAL | CAT | HEAD 1
　










　

親の HEAD素性と子の HEAD素性の値は構造共有されていないといけない、ということです。
HEADの下には主辞の重要な情報がはいっていて、主辞の重要な要素は親にひきつがれる、という
ことです。（補語の HEADの値は捨てられる、と思えばいいでしょう。）
　

ちなみに LiLFeSで書くなら以下のような形になるでしょう。

head_feature_principle($HEAD,$MOTHER) :-

$MOTHER = (SYNSEM\LOCAL\CAT\HEAD\ $X),

$HEAD = (SYNSEM\LOCAL\CAT\HEAD\ $X).

他にもたくさんのプリンシプルがあって、こういったプリンシプルが主辞の親の形を形成し、しい

ては HPSGの構文木が決まるわけです。また、実はスキーマは THE ID PRINCIPLE（主辞句は必
ずスキーマのうちどれか一つと単一化されないといけない）と呼ばれているプリンシプルで用いら

れています。

　

つまり、HPSGにおける親子の制約は、
　

HPSGにおける親子の制約 = (THE-ID-PRINCIPLE) ∧ (THE-HEAD-FEATURE-PRINCIPLE) ∧
(その他のプリンシプル 1) ∧ ... ∧ (その他のプリンシプル n)
　

となり、THE-ID-PRINCIPLEは、
　

THE-ID-PRINCIPLE = (スキーマ 1) ∨ (スキーマ 2) ∨ (スキーマ 3) ∨ ... ∨ (スキーマ n)
　

となります。
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